
音第 3 章 騷

第 1 節 騒 音 の 現 況

l 概 要

騒音は 、 各種公害のな か で も 日常生活に かかわ り が深 く 、 発生源 も 工場騒音、 建設作業騒音、 交通

騒音、 そ の他生活騒音等多種多様であ る こ と か ら 、 騒音に関す る苦情は 、 公害苦情件数の な か で特に

多 く 、 昭和 6 1 年度の騒音苦情は 45 件で全体の 第. 7 % を 占 め てい る 。

2 各種騒音測定調査結果

(1) 自 動車騒音調査

環境週間 ( 6 月 5 日 ~1 1 日 ) の行事の一つ と し て 、 鳥取市 6 地点 、 倉吉市 3 地点、 米子市 6 地点

及び境港市 3 地点計1 8地点において 自動車騒音測定を し 、 併せ て交通量 ( 原付 自 動二輪車以上 ) を

掲査 し た 。 ( 表91 ) “
こ の調査は騒音に係る 環境基準に基づ く 測定方法で行い 、 そ の中央値の平均値を見れば、 鳥取市

65~70ホ ン囚、 倉吉市66~67ホ ン国、 米子市66~71 ホ ン鍵、 境港市56~66ホ ン国であ り 、 鳥取市の

鳥取駅前 、 県庁前及び大村薬局前を除いて環境基準相当 と みな さ れ る 値に 不適合であ る が 、 騒音規

制法第17条 に規定す る 指定地域内にお け る 自 動車騒音の限度 と 比較す る と 各市 と も 限度以下であ っ

た。

(2) 環境騒音実態調査

昭和61年度中 に 、 騒音規制法に基づ く 規制地域の指定 を行 っ て い る 4 市 ( 32地点 ) で実施し た調

査の結果は表 92 の と お り で あ る 。

調査結果を 見 る と 環境基準A に相当す る地域 ( 主 と し て住居の用 に供 さ れ る地域 ) 及び環境基準

B に相当す る 地域 ( 相当数の住居 と併せて商業、 工業等の用 に供 さ れ る 地域 ) では環境基準相当の

適合率はそれぞれ42 %及び64%であ っ た。

ま た 、 道路こ面す る地域 と 面 さ ない地域で見て も 、 道路に面す る地域での環境基準相当の適合率 Q
25% 、 そ の う ち 、 A 相当類型 では朝 ･ 昼 夕 ･ 夜間は 、 それぞれ1 3% ･ 1 3 % 0 % 1 3 % 、 B 相当

類型では朝 ･ 昼 ･ 夕 ･ 夜間は 、 そ れぞれ63 % ･ 25 % ･ 25 % ･ 50%であ っ た 。

道路 に面 さ な い地域の適合率は78% 、 そ の う ち 、 A相当類型では朝 ･ 昼 夕 ･ 夜間は 、 それぞれ

70% ･ 80% ･ 70% ･ 50% 、 B 相当類型では朝 ･ 昼 ･ 夕 ･ 夜間は 、 それ ぞれ 1 00 % ･ 1 00 % ･ 83 % ･

1 00 %であ っ た 。 こ の よ う に道路に面す る地域での適合率が悪い が 、 し か し いずれの地域にお い て

も騒音規制法第1 7条に規定する 自動車騒音の限度 を ほ と ん ど満足 し て い る 。
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表91 昭和6 1年度環境週間行事にお け る 自動車騒音測定結果

測 定 地 点 所 在 地

道 路 が

有 す る

車 線 数

自 動 車 騒 音 昭 和 5 7 年 ~ 6 1 年 の 経 年 変 舛ヒ ( 平 均 値 )

自 動 車 騒 音 〔 中 央 値 ホ ソ 負わ 総 車 両 通 過 台 数 ( 大 型 車 )
( 台 / 1 0 分 間 )

騒 音 レ ベ ル

〔 中央値ホ ソ色) 〕

環境基準相当値

〔 中央値ホ ソ色) 〕

嬰議会
地 域

の適否環境基準相当
自動車騒音
の 限 度

ぐ中央値ホ ン飼

区域の

区 分

区域の

区 分
最高値 最低値 平均値

相当 と み
な さ れ る

地 域 57年度 58 年度 59年度 60年度 61年度 57 年度 58 年度 59 年度 60 年度 61 年度

鳥取市
鳥 取 駅 前 永薬温泉町

2 車 線
を こ え る

66 65 65 B 65 以下 ○ 第 3 種 80 67 66 66 66 6 5 ,1 蒲 140 ( 1 4 ) 1 33 ( 1 4 ) 1 70 ( 14 ) 146 ( 1 2 )

日 交 旅 行
セ ン タ ー 前

末広温泉町
2 車 線
を こ え る

7 1 68 70 " " " " 70 69 70 72 70 78話 205 ( 1 3 ) 1 65 ( 1 2 ) 1 95 ( 1 7 ) 1 96 ( 1 6 )

県 庁 前 東 町
2 車 線
を こ え る

66 64 65 " " ○ “ " 64 64 64 65 65 145 ( 18 ) 1 52 ( 14 ) 143 ( 1 6 ) 1 13 ( 1 8 ) 143 ( 1 5 )

大 村 薬 局 前 片 原 2 車 線 69 60 65 " " ○ " 75 70 66 65 65 65

そ※
61 ( 0 ) 1 38 ( 3 ) 1 32 ( 2 ) 1 30 ( 2 ) 1 30 ( 4 )

鳥 取警 察署 附 近
( 漁連会館 )

青 葉 町 2 車 線 70 68 69 " " × " " 70 7 1 70 68 69 283 硼 ) 295 ( 18 ) 280 ( 20 ) 2 20 ( 1 7 ) 28 1 ( 20 )

面 谷 外 科 附 近 吉 方 町
2 車 線
を こ え る

68 60 65 A 60 以下 × 第 2 種 " 68 67 68 66 65 1 83 ( 1の 189 ( 17 ) 1 85 ( 1 3 ) 1 36 ( 1 2 ) 1 92 ( 1 2 )

米子市
米 子 駅 前 明 治 町

2 車 線
を こ え る

67 64 66 B 65 以下 × 第 3 種 80 68 64 65 63 66 1 17 ( 4 ) 1 18 ( 6 ) 138 ( 5 ) 120 ( 1 9 ) 1 3 1 ( 2 1 )

中 国 電 力 前 加 茂 町
2 車 線
を こ え る

7 2 68 69 " " " " 7 1 7 1 72 68 69 256 ( 33 ) 246 ( 33 ) 234 ( 3 1 ) 240 ( 36 ) 228 ( 33 )

米 子 市 公会 堂 前 角 盤 町
2 車 線
を こ え る

7 1 67 69 " " × " “ 73 69 70 69 69 302 ( 31 ) 3 1 3 ( 35 ) 333 ( 33 ) 330 ( 35 ) 332 ( 34 )

消 防 署 附 近
( 理容セ ン ス 前 )

富 士 見 町
2 車 線
を こ え る

70 61 67 " " × " " 66 68 69 68 67
※

1 27 ( 5 ) 247 ( 14 ) 255 ( 1 3 ) 2 55 ( 1 9 ) 247 ( 24 )

鳥 取 銀 行
米 子 支 店 前

西 福 原
2 車 線
を こ え る

73 69 7 1 " " × " " 70 7 1 73 72 7 1 2O5 ( 1秀 347 ( 27 ) 358 ( 2 8 ) 367 ( 30 ) 35 1 ( 45

隠樹建築事務所前 米 原
2 車 線
を こ え る

73 68 71 A 60 以下 × 第 2 種 75 68 69 69 71 7 1 175 ( 1蕃 366 ( 35 ) 3 1 4 ( 26 1 343 ( 3 0 ) 3 15 ( 49

倉吉市
旧 打 吹 駅 前 明 治 町 2 車 線 68 65 67 B 65 以下 第 3 種 " 70 68 70 66 67 % ( 7 ) 1 0 1 ( 6 ) 1 08 ( 6 1 0 1 ( 8 ) 8 1 ( 7

倉 吉 駅 前 通 り 上 井
2 車 線
を こ え る

69 65 67 " " × " 80 68 70 71 67 67 258 ( 1 6 ) 238 ( 1 7 ) 208 ( 14 200 ( 14 1 69 ( 1 1

宮川町 ロ ー タ リ ー 宮 川 町
2 車 線
を こ え る

68 65 66 " " " " 68 68 69 67 66 190 ( 7 ) 2 10 ( 6 ) 208 ( 6 1 83 ( 1 0 1 98 ( 9

境港市
鳥 取 銀 行
境 港 支 店 前

上 道 町 2 車 線 67 64 6 6 A 55 以下 × 第 2 種 70 66 68 68 65 66 1 16 Q o ) 1 1 1 ( 1 1 ) 1 1 1 ( 1 5 1 18 ( 1 5 1 08 ( 1 2

境 港 公 民 館 前 湊 町 2 車 線 66 62 63 " " " " 64 63 64 63 63 97 ( 9 ) 1 00 ( 1 1 1 1 2 ( 1 3 1 07 ( 1 2 97 ( 1 2

山 陰 合 同 銀 行
境 西 支 店 前

外 江 町 2 車 線 62 52 56 " " " " 55 60 57 57 56 52 ( 3 ) “ ( 8 62 ( 5 67 ( 4 57 ( 6

(注) 測定値は午前 8 時か ら午後 4 時 ま での 2 時間お き 5 回の測定

適否 と は環境基準の あ て は め を行 っ た場合の判定

※印は 、 片側車線の車両台数
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表 92 昭和6 1年度 環境騒音調査結果

地区測定月日 測 定 場 所 所 在 地 道 路 名 車線数
測 定 値
中央値 〔 ホ ン 燭 〕 彗通台量執務悩枦

朝 昼間 夕 夜間

1 1 9 174 163 31

( 7 ) ( 1 0 ) ( 4 ) ( 5 )

騒 音 に 係 る 環 境 基 準 ( 相 当rr
中 央 値 〔 ホ ン 国 〕

彗 基準値 ( 相当 ) #捧読 装甲迅
類 ヘノー
型 昼間 朝夕 夜間 朝 昼間 タ 夜間

A 55 50 45 x X x ×

自 動車騒音の限度
中央値 〔 ホ ン㈲ 〕

朝 昼間 夕 夜間 朝

タナ鯰燭
区域区分 昼間 朝夕 夜間昼間

55

朝夕

50

夜間

45 朝女
昼間

X

タ 夜間

鳥取市10月24日
山 の 手 セ ン タ ー 前 吉 方 町 国 道 2 9 号 2 64 69 73 53 1 1 9

( 7 )

× × 2 70 65 55

" 袰 " 43 44 45 48 " 5 0 45 40 ○ O ○ ×

N T T 鳥 取 支 社 前 湯 所 町 国 道 2 9 号 2 57 69 73 55 64

( 2 )

209

( 1 3 )

1 39

( 7 )

3 2

( 3 )

A 55 50 45 × X × × 2 70 1 6 5 I 55

〃 裏 " 4 1 49 56 41 " 50 45 40 ○ O × ×

鳥 取 市 文 化 ホ ー ル 前 吉方温泉町 ( 一 ) 福 部鳥取線 2 63 66 70 56 1 73

( 14 )

1 4 1

( 1 3 )

1 57

( 5 )

39

( 0 )

B 65 60 55 × X × × 3 75 I 70 I 65

〃 裏 " 45 46 56 4 1 " 60 55 50 ○ 0 × ○

鳥 取 ス ト ア 前 天 神 町 国 道 5 3 号 4 64 69 71 59 1 05

( 14 )

2亀

( 30 )

2 1 6

( 1 6 )

34

( 2 )

B 65 65 60 ○ X × ○ 3 80 I 75 l 65

〃 裏 " 5 1 47 5 1 43 " 60 55 50 ○ O ○ ○

倉吉市10月29日
市 立 倉 吉 西 中 学 校 裏 秋 書 ( 主 ) 倉吉赤樅沖山線 2 62 6 1 62 46 1 02

( 4 )

66

( 6 )

50

( 1 )

1 2

( 0 )

A 55 50 45 × X × × 2 70 l 65 l 5 5

倉 吉 西 高 グ フ ソ ド 横 " 48 47 45 40 " 50 45 40 × O ○ ○

ビ ン グ フ イ フ ト ー ホ ー横 米 田 町 国 道 1 7 9 号 4 55 60 63 36 23

( 7 )

83

( 9 )

82

( 1 )

1 4

( 2 )

A 60 55 50 ○ O × 〇 2 75 l 70 60
津 ･ 村 宅 前 " 46 52 47 36 " 50 45 40 × X × ○

小 林 薬 局 前 明 治 町 国 道 3 1 3 号 2 57 68 69

珀39
42

( 3 )

85

( 9 )

92

( 3 )

20

( 1 )

B 65 60 5 5 ○ X × × 3 75 70 - 65
光 明 寺 前 研 屋 町 37 42 42 " 60 55 50 ○ O ○ ○

上 井 ビ ル 前 山 根 国 道 1 7 9 号 4 “ 68 69 5 1 1 5 3

( 1 1 )

203

( 1 6 )

1 43

( 8 )

3 1

( 1 )

B 6 5 65 60 ○ X × O 3 8o - 75 6 5
津田 建築 設計 事務所 前 " 47 45 43 38 " 60 55 50 ○ O ○ ○

米子市10月8･9日
後 藤 ヶ 丘 中 学 校 入 口 上 後 藤 市 道 外 浜 街 道 線 2 59 65 64 48 39

( 4 )

1 02

( 1 )

1 37

( 3 )

23

( 0 )

A 55 50 45 × X × × 2 70 65 l 5 5
〃 正 門 前 " 40 49 42 40 " 5 0 45 40 ○ O ○ ○

戸 口 田 医 院 前 上 福 原 ( 一 ) 皆 生 西 原線 4 67 68 6 6 60 1 35

( 8 )

1 87

( 15 )

1 79

( 6 )

5 1

( 4 )

A 60 55 50 × X × × 2 75 l 7o l 6 o
〃 裏 " 45 43 44 42 " 50 45 40 〇 O ○ ×

高 野 産 業 第 二 倉 庫 前 祇 園 町 国 道 9 号 2 72 73 7 1 鎭 2範

( 2 1 )

2 15

( 1 6 )

154

( 1 9 )

6 8

( 1 6 )

B 65 60 55 × X × 3 75 - 7o l 65
鉄 道 宿 舎 裏 " 41 44 42 4 1 A 50 45 40 ○ ○ ○ ×

建 設 省 米 子 出 張 所 前 車 尾 国 道 9 号 4 66 73 73 62 1 0 1

( 20 )

255

( 4 1 )

273

( 1 5 )

76

( 15 )

B 65 65 60 × X × × 3 8o l 75 65
〃 裏 " 5 1 54 54 48 A 50 45 40 × X × ×

境港市1 0月2･3日
境 公 民 館 前 湊 町 ( 主 ) 米 子境 港線 2 51 65 52 47 29

( 3 )

93

( 1 0 )

42

( 0 )

1 7

( 3 )

A 55 50 45 × X × × 2 7o l 65 - 5 5
境 小 学 校 裏 " 4 1 44 38 40 " 50 45 40 ○ O ○ ○

山陰合同銀行境西支店前 外 江 町 ( 主 ) 米 子境 港線 2 65 57 60 47 104

( 6 )

47

( 4 )

49

( 2 )

1 9

( 0 )

A 55 50 45 × X × × 2 7o l 65 i 5 5
松 本 進 宅 前 " 44 47 43 40 " 50 45 40 ○ O ○ ○

順天堂ハ ウ ジ ングフ ソ ド前 東 本 町 ( 一 ) 境 港 線 2 55 58 53 41 4 7

( 1 )

43

( 2 )

28

( 3 )

7

( 0 )

B 65 60 55 O O ○ ○ 3 75 - 7o - 65
" 晏 " 4 1 46 4 1 4 1 " 60 55 50 ○ O ○ ○

都 田 水 産 前 上 道 町 国 道 4 3 1 号 4 62 6 1 5 9 55 96

( 7 )

70

( 5 )

29

( 2 )

B 65 6 5 60 O O ○ ○ 3 8o l 75 l 6 5
“ 袰 " 42 43 3 9 " 60 55 50 ○ ○ ○ ○

(注) 1 . 時間区分 騒音 昼間 午前 8 時~午後 7 時、 朝夕 午前 6 時~午前 8 時 と 午後 7 時~午後10時 、 夜間 午後10時~翌 日 午前 6 時
2. 測定時刻 午前 5 時、 7 時 、 1 0時 、 午後 4 時、 7 時、 1 0時
3. 騒音の昼間 ･ 夜間の測定値は各時間区分の平均値であ る 。

4. 交通量は 、 自 動二輪車以上の道路 に面する地点の通過車両台数であ る 。
5 . 道路名 の ( 主 ) は主要地方道 ( 県道 ) 、 ( 一 ) は一般県道 ( 県道 ) であ る 。
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第 2 節 騒音 の防止対策

1 法 ･ 条例による規制

(1) 騒音に係る 環境基準

公害対策基本法第 9 条の規定に基づ く 、 ｢騒音 に係 る 環境基準｣ に つい ては 、 昭和46年 5 月 25 日

付け閣議決定に よ り 騒音に 係 る 環境上の 条件につい て生活環境 を保全 し 、 人の健康の保護に資する

上で、 維持 さ れる こ と が望ま し い基準 ( 以下 ｢環境基準｣ と い う 。 ) と し て定め られている。 (表 93 )

な お 、 当環境基準は 、 地域の類型 あて は め制 を と っ てい る が 本県に おいては 、 昭和62年 3 月 3 1

日 現在 、 地域の類型 あては め は行 っ てい な い 。

環境基準は 、 地域の類型及び時間の 区分 ご と に次表の基準値の欄 に掲げる と お り と す る 。

表 93 騒音に係 る 環境基準 ( 昭和46年 5 月 25 日 閣議決定 )

地域の類型
時 間 の 区 分

該 当 地 域
昼 間 朝 ･ 夕 夜 間

A A 45 ホ ン囚以下 40 ホ ン囚以下 35 ホ ン翁以下 環境基準に係 る 水域及び地域の指定権

限の委任に関する 政令 ( 昭和46年政令

第 1 59 号 ) 第 2 項の規定に基づき都道

府県知事が地域の 区分ご と に指定す る

地域

A 50 ホ ン囚以下 45 ホ ン国以下 40 ホ ン囚以下

B 60 ホ ン囚以下 55 ホ ン問以下 50 ホ ン弱以下

(注) 1 . A A を あ て は め る 地域は療養施設が集合し て設置 さ れ る 地域な ど と く に静穏 を要する 地域 と

す る こ と 。

2 . A を あて は め る地域は主 と し て住居の 用 に供 さ れ る地域 と する こ と 。

3 . B を あ て は め る 地域は相当数の住居 と 併せて 商業、 工業等の用 に供 さ れる 地域 と す る こ と 。

た だ し 、 次表に掲げる 地域に該当する 地域 ( 以下 ｢道路に面する 地域｣ と い う 斧こ つい て は そ

の 環境基準は 上表に よ ら ず次表の基準値の欄に掲げる と お り と す る 。

地 域 の 区 分
時 間 の 区 分

昼 間 朝 ･ 夕 夜 間

A地域の う ち 2 車線を有する 道路に面す る地域 55 ホ ン問以下 50 ホ ン翁以下 45 ホ ン国以下

A地域の う ち 2 車線 を超 え る 車線を有す る 道路 に面
す る 地域

60 ホ ン囚以下 55 ホ ン色)以下 50 ホ ン色)以下

B地域の う ち 2 車線以下の車線を有す る 道路に面す
る 地域

65 ホ ン色)以下 60 ホ ン囚以下 55 ホ ン囚以下

B地域の う ち 2 車線 を超 え る 車線 を有す る 道路に面
す る 地域

65 ホ ン色)以下 65 ホ ン鍵以下 60 ホ ン問以下

備考 車線 と は 1 縦列の 自動車が安全か つ円滑に走行す る た め に必要な 一定の幅員 を有す る 帯状の

車道部分をい う
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表 94 一般的な騒音 レベル

ホ ン 状 況

1 4 0 極度の聴力障害

1 3 0 最大可聴限界

1 2 0 飛行機の エ ン ジ ンの近 く

1 1 0 自 動車の ク フ ク シ ョ ソ 、 船の機関室内

1 0 0 高速列車の近傍

9 0 組立工場、 やか ま し い地下鉄

8 0 交通の は げし い交差点

7 0 電話の ベル ( 1 m )

6 0 会話 ( 1 m ) 、 一般の事務室内

5 0 普通の事務室、 静か な住宅地

4 0 静か な 図書館

3 0 深夜、 ラ ジ オ ･ テ レ ビ放送の ス タ ジオ 内

2 0 人の さ さや き

1 0 木の葉の音

O

難

聴 作 会
業 話

惹 能 了

率 解

の の

低 低

下 下

G

(2) 騒音規制法

騒音規制法では 、 騒音を 防止する こ と に よ り 生活環境 を保全すべ き 地域を知事が指定 し ( 法第 3

条第 1 項 ) 、 こ の 指定地域内 に あ る 工場 ･ 事業場にお け る 事業活動に伴 う 騒音 ( 法第 2 条第 1 項及

び第 2 項 ) 、 建設工事に伴 っ て 発生する 騒音 ( 法第 2 条第 3 項 ) を 規制す る と と も に 、 自 動車か ら

発生す る騒音の許容限度 ( 法第1 6条 ) を定め 、 更 に道路交通に起因す る 自動車騒音につい て対策 を

要請 ( 法第17条 ) で き る こ と と し てい る o

本県にお け る地域指定状況は 、 表 95 と 表 96 の と お り で あ る 。

/
ずh“

＼

表 9 5 地域指定状況

告 示 年 月 日 地 域 指 定 市 町 村 名

昭和 4 9 年 9 月 1 7 日
( 県告示第 778 号~第 780 号 )

鳥取市及び米子市の一部

昭和 5 0 年 5 月 3 0 日
( 県告示第 476 号~第 478 号 )

倉吉市及び境港市の一部

昭和 5 4 年 7 月 6 日
( 県告示第 575 号~第 577 号 )

国府町 、 郡家町及び日 吉津村の一部

‐ 9 8 -



表 96 騒音規制の 区域の区分 と 用途地域の関係

≦
…"

特定工場等におい て発生す る 騒音につい て規制す る 区
域並びに 自 動車騒音の限度に 係る 区域。

都市。十画法に基づ く
用 途 地 域 の 区 分

特定建設作業に伴 っ
て 発生する 騒音に つ
い て規制す る 区域。用 途 地 域

第 1 種区域
良好な住居の環境 を保全する た め 、 特に静穏の保持

を 必要 と す る 区域。

第 1 種住居専用地域

第 1 号区域

( 第 4 種区域の う ち

学校 、 保育所、 病院 、

診療所、 図書館及び

特別養護老人ホ ー ム

の敷地の周囲約80m

以内 の 区域を含む。 )

第 2 種住居専用地域

第 2 種区域
住居の 用 に 供 さ れて い る た め 、 静穏の保持 を必要 と

す る 区域

第 2 種住居専用地域

住 居 地 域

第 3 種区域
住居の用 に あ わせて商業 、 工業等の用 に供 さ れて い

る 区域であ っ て 、 そ の 区域内の住民の生活環境 を保全
す る た め 、 騒音の発生 を 防止す る 必要があ る 区域。

近 隣 商 業 地 域

商 業 地 域

準 工 業 地 域

第 4 種区域
主 と し て工業等の用 に供 さ れてい る 区域であ っ て 、

そ の区域内の住民の生活環境を悪化 させ な い た め 、 著
し い騒音の発生を 防止す る 必要があ る 区域。

工 業 地 域
第 2 号区域

指 定 地 域 か ら 除 外 工 業 専 用 地 域 指定地域か ら 除外

(注 ) 規制の 区域 を示す 図面は 、 県庁環境保全課 、 関係市役所及び町村役場公害担当課に備 え置 き 、

一般の縦覧に供し てい る 。

ァ 工場 、 事業場騒音

工場、 事業場騒音に つい て規制の対象 と な る の は 、 指定地域内 に あ っ て 、 特定施設 ( 政令第 1

条 ) を 設置 し て い る 工場及び事業場 ( 特定工場等 と い う 。 ) であ る 。

特定工場等には 、 規制基準の遵守義務が課せ ら れて お り 、 知事 ( 指定地域市町村長に事務委任。

以下同 じ 。 ) は 、 規制基準に適合し な い こ と に よ り 、 周辺の生活環境が損な われ る と 認め る 場合

に 、 。十画変更勧告や改善勧告 、 更 に は改善命令 を行 う こ と がで き る 。

) 表 97 特定工場等におい て発生す る 騒音に つい て の規制基準
時間の

霊＼分＼＼区分
昼 間

午前 8 時か ら

午後 7 時ま で

朝 夕

午前 6 時か ら午前 8 時ま で

午後 7 時か ら午後10時 ま で

夜 間

午後10時か ら

翌 日 の午前 6 時ま で

第 1 種区域 5 0 ホ ン 4 5 ホ ン 4 5 ホ ン

第 2 種区域 6 0 ホ ン 5 0 ホ ン 4 5 ホ ン

第 3 種区域 6 5 ホ ン 6 5 ホ ン 5 0 ホ ン

第 4 種区域 7 0 ホ ン 7 0 ホ ン 6 5 ホ ン

<基準値は特定工場等 ( 騒音規制法施行令別表第 1 に 定め る 施設 を 設置す る 工場 事業場 ) に お い

て発生する 騒音の特定工場等の敷地の境界線上に お け る大 き さ 。 >
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イ 建設作業騒音

建設作業騒音について規制の対象 と な る の は 、 指定地域内 に おい て 、 建設工事 を 施工す る 場合

に 、 特定建設作業 ( 政令第 2 条 ) を伴 う 作業であ る 。

特定建設作業には 、 届 出義務 ( 法第14条 ) が課せ ら れてい る 。 ま た 、 市町村長は 、 特定建設作

業に伴い発生する 騒音が一定の規制基準に適合し な い こ と に よ り 、 生活環境が著 し く 損な われ る

場合におい ては 、 必要な勧告 、 命令の措置 ( 法第1 5条 ) を探 る こ と がで き る 。

表 98 特定建設作業に伴 っ て発生す る騒音につい て の規制基準

特定建設

作業

規制項 目

① く い打機
( も んけ ん
を除 く 。 )
く い打機叉
は く い打 く
い抜機を使
用す る 作業
( 圧入式及
ひゞ ア ー ス オ

一 ガー を併
用す る 作業
を除 く 。 )

②び ょ う 打
機を 使用す
る 作業

③さ く 岩機
を 使用する
作業 ( 1 日
50m 以上移

動する 作業
を除 く 。 )

④空気圧縮
機 ( 電動で
な く 出力15
KW以上の
も の ) を 使
用す る 作業
( さ く 岩機
の動力 と し
て 使用す る
場合を除 く 。 )

⑧ コ ン ク リ
一 ト ブフ ソ ト

( 容量 0.4 5
# 以上 ) 叉
は ア ス フ ア
ノレ ト ブ フ ン

ト ( 容量200
將以上 ) を
設けて行 う
作業 ( モ ル
タ ル製造す
る 場合を除
く 。 )

適用除外
作業場所の
敷地境界線
か ら30m の

地点にお け
る騒音

8 5 ホ ン を

超えないこ と

8 0 ホ ン を

超 えないこ と

7 5 ホ ン を

超えない こ と

7 5 ホ ン を

超えない こ と

7 5 ホ ン を

超えないこ と

作 業
禁止の
時間帯

蟻
午後 7 時
~午前 7 時

午後 7 時
~午前 7 時

午後 9 時
~午前 6 時

午後 9 時
~午前 6 時

午後 9 時
~午前 6 時

災害 、 非常の 事態、
人の生命 、 危険防
止 、 鉄軌道の正常
運転 、 道路法及び
道交法の 占用及び
許可の夜間指定繊

午後 1 0 時
~午前 6 時

午後 1 0 時
~午前 6 時

午後 1 0 時
~午前 6 時

午後 1 0 時
~午前 6 時

午後 1 0 時
~午前 6 時

作 業
時間の
長 さ の
制 限

蟻 1 日 1 0時間 1 日 1 0時間 1 日 10時間 1 日 1 0時間 1 日 10時間 1 日 で完了す る 作
業、 災害の 事態 、
人の生命、 危険防
止繊 1 日 14時間 1 日 14時間 1 日 14時間 1 日 14時間 1 日 14時間

連続 し
て作業
す る こ
と の で,

き る 日

数 愕贓一端戦 6 日 間以内 6 日 間以内 6 日 間以内

1 か 月 以内 1 か月 以内
災害 、 非常事態 、
人の生命、 危険防
止

2 か 月 以内 2 か 月 以内

作 業 を

禁止する 日

日 曜 日

そ の他の 休
日

日 曜 日

そ の他の 休
日

日 曜 日

そ の他の休
日

日 曜 日

そ の他の休
日

日 曜 日

そ の他の休
日

災害 、非常の事態 、
人の生命、 危険防
止 、 鉄軌道の正常
運転 、 道路法及び
道交法の 占用及び
許可の夜間指定

G
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ウ 自動車騒音

騒音規制法では 、 自 動車構造の改善に よ り 自動車騒音の 防止 を 図 る た め 、 環境庁長官が 自動車

騒音の大 き さ の許容限度 を定め 、 こ れ を道路運送車両の保安基準におい て担保す る こ と と し て い

る 。 ま た 、 指定地域内 に あ っ て 、 市町村長が 自動車騒音につい て 、 そ の測定 レ ベルが一定の 限度

を超 え 、 道路周辺の生活環境が著 し く 損な われ る と 認め る と き は 、 都道府県公安委員会に対 し て

道路交通法の規定に よ る 措置 を と る べ き こ と を要請し 、 ま た 必要に応じ 、 道路管理者等に対 し 、

道路構造の改善その他の 自動車騒音の大 き さ の減少に 資す る 事項に 関し 、 意見 を述べ る こ と がで

き る 。

表 99 騒音規制法第1 7条第 1 項の規定に基づ く 指定地域内に お け る 自 動車騒音の限度

区 域 の 区 分
時 間 の 区 分

昼 間 朝 ･ 夕 夜 間

1 第 1 種区域の う ち 1 車線 を有する 道路に面す る 区域 55 ホ ン 5 0 ホ ン 45 ホ ン

2 第 2 種区域の う ち 1 車線を 有す る 道路に面す る 区域 60 ホ ン 55 ホ ン 50 ホ ン

3 第 1 種区域及び第 2 種区域の う ち 2 車線 を有す る 道路に面す る 区域 70 ホ ン 6 5 ホ ン 55 ホ ン

4 鮎墾霊#第 2 種区域の ぅ ち 2 車線を こ え る 車線 を有す る 道路 75 ホ ン 70 ホ ン 60 ホ ン

5 第 3 種区域及び第 4 種区域の う ち 1 車線 を 有す る 道路に面す る 区域 70 ホ ン 65 ホ ン 60 ホ ン

6 第 3 種区域及び第 4 種区域の う ち 2 車線 を有す る 道路に面す る 区域 75 ホ ン 7 0 ホ ン 65 ホ ン

7 盤鱒慶ぼ第 4 種区域の う ち 2 車線を こ え る 車線を有す る 道路 80 ホ ン 75 ホ ン 65 ホ ン

(3) 鳥取県公害防止条例 ( 昭和46年10月 12 日鳥取県条例第35号 )

近時 、 ビ ル等の増加 に伴い冷房用の ク ー リ ン グ タ ワ ー の騒音が問題 と な っ てい る が 、 こ れ を 条例

に よ り 騒音関係特定施 設 (表 1の ) と して 、 昭和47年 4 月 1 日 か ら 規制が行われてお り 、 規制地域及

} び規制基準は騒音規制法に準拠し て い る 。
表 1 00 鳥取県公害防止条例に よ る騒音関係特定施設の規模

施 設 名 規 格

ク ー リ ン グ タ ワ ー 送風機の原動機の定格出 力が 0. 75 キ ワ ソ ト 以上の も の に限 る 。

ま た 、 深夜の静穏を保持す る た め 、 全県下 の工場 、 事業場のすべて の 事業活動 に伴 う 深夜 ( 午後

1 0時か ら翌 日 の午前 6 時ま で ) の騒音を昭和47年 4 月 1 日 か ら 規制 し て い る 。 事業活動すな わ ち 、

物の製造 、 加工に伴 っ て発生す る 騒音の ほか 、 例 え ば飲食店を営む こ と に よ っ て発生す る 音楽放送 、

ソ ド演奏 、 カ フ オ ケ 及び き う 声な どの騒音 も 含め て規制を 行 っ てい る 。
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表 101 鳥取県公害防止条例に よ る 深夜騒音の規制基準

区 域 の 区 分 基 準 値

1 樋蓮蓼難寮 条第 1 項の規定 “こ基づいて指定 さ れた第 3 種区域及び知事が別 5 0 ホ ン

2 梃讓盤寮 条第 1 項の 規定に基づい て指定 さ れた第 4 種区域及び知事が別 6 5 ホ ン

3 1 及び 2 に掲げる 区域以外の区域。 4 5 ホ ン

= (4) 航空機騒音に係 る 環境基準
　

公害対策基本法第 9 条の規定に基づ く 、 ｢航空機騒音に係 る 環境基準｣ に つい て は 、 昭和48年1 2

月 27 日 付環境庁告示第 154 号 に よ り 騒音に係 る環境上の条件につ き 、 生活環境 を保全し 、 人の健康

の保護に資す る う え で維持す る こ と が望 ま し い航空機騒音に係 る 基準 ( 以下 ｢環境基準 ｣ と い う 。 )

と し て定め られてい る 。 ( 資料 7 参照 )

本県に おい ては 、 鳥取市 に鳥取空港 ( 管理者 . 鳥取県 ) と 境港市に美保飛行場 ( 管理者 . 防衛庁、 ◇

共用飛行場 ) の 2 つ があ り 、 環境基準に基づ く 飛行場の区分は 、 鳥取空港の場合第 3 種空港に該当

す る 飛行場であ り ま た 、 美保飛行場の場合は 、 自 衛隊等が使用す る 飛行場であ り 、 第 2 種空港A に

準ずる 飛行場に該当す る も の であ る が 両飛行場 と も 現在、 環境基準の地域の類型あ て は め は行 っ

て いな い 。

2 特定施設等の届出状況

(1 ) 騒音規制法に よ る 特定施設の届出数

表 102 特定施設の種類別届出数 ( 昭和62年 3 月 3 1 日 現在 )

種 類＼＼＼＼並町村名 鳥取市 米子市 倉吉市 境港市 国府町 郡家町 日吉津村 合 計

1 金 属 加 工 機 械 156 1 1 5 66 1 7 5 359

2 空 気 圧 縮 機 等 246 206 1 0 1 59 3 2 86 703

3 土 石 用 破 砕 機 等 12 2 14

4 織 機

5 建 設用 資材製造機械 2 6 3 1-I- 1｣- 1 3

6 穀 物 用 製 粉 機

7 木 材 加 工 機 械 4 1 1 22 45 6 3 2 2 1 9

8 抄 紙 機 2 1 6 9

9 印 刷 機 械 103 73 29 5 2 2 1 2

1 0 合成樹脂用射出成形機 9 1 0 1 20

1 1 鋳 型 造 型 機
一

1 1 1 1

評 57 1 5 33 254 84 5 ー 2 1 廻 1 , 560

届 出 工 場 事 業 場 96 1 06 45 2 3 4 9 l 5 288
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(2) 騒音規制法に よ る 特定建設作業の届出数

表 1 03 特定建設作業の種類別届出数
( 昭和61年度中 )

種 類＼＼＼＼趾町村名 鳥取市 米子市 倉吉市 境港市 国府町 郡家町 日吉津村 合 。十

1 作業打機等 を使用す る 4 79 1 1 2 96

2 滌 う 打機を 使用する

3 桑 く 岩機 を使用する 作 1 3 1 1 1 25

4 穰圧縮機を使用する ▲1I- 1-I- 4 6

5 等 蓬後みそ寿ぎ作業 ト
、

話 1 8 9 1 1 5 3 1 27

(3) 鳥取県公害防止条例に よ る騒音関係特定施設届出数

表 104 騒音関係特定施設届出数 ( 昭和62年 3 月 3 1 日 現在 )

種 類 、＼＼＼市町村名 鳥取市 米子市 倉吉市 境港市 国府町 郡家町 日吉津村 合 計

ク ー リ ン グ タ ワ ー 208 1 9 1 3 5 1 8 5 457

届 出 事 業 場 1 23 1 20 32 1 5 3 293
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第 4 章 振 動

第 l 節 振動の現況

↑ 概 要

振動は 、 その発生源が生産工場、 建築 ･ 土木工事、 交通機関等が主体 と な っ て お り 、 騒音 と 同様に

感覚的、 かつ、 心理的な要素が加わ り 、 不快感や気分がイ ラ イ フ す る 等の被害を与 え 、 ま た 、 振動が

大 き か っ た り 、 発生源が近接し てい る場合は 、 壁 、 タ イ ル等の ヒ ビ割れ 、 屋根がわ ら の ズ レ等の物的

被害を生 じ る 。 ( 表 105 )

昭和6 1年度の振動苦情は 3 件であ っ た 。

表 1 05 地震 と振動 レベル

気 象 庁 震 度 階 級 ( 1 9 4 9 年 )

0 無感 ( No f e e l i ng )

人体 に感 じ な いで地震計 “こ 。己録 さ れる程度

加速度 0. 8 孚1 ( 55 d B ) 以下

I 微震 ( S 1 1 gh t )

静止 し てい る 人や、 特に地震に注意深い人だけ に感ずる 程度の地震

0. 8 ~ 2 . 5 枦1 ( 55 ~ 6 5 田3 )

亞 軽震 ( We ak )

大ぜい の人に感ずる 程度の も の で、 戸、 障子がわずか に動 く の がわか る く ら い の地震

2. 5 ~ 8. 0 ga 1 ( 65 ~ 75 証3 )

田 弱震 ( Ra the r s t r o n g )

家屋がゆれ、 戸、 障子がガ タ ガタ と 鳴動 し 、 電灯 の よ う な つ り 下げ物は相当ゆれ器内の水

面の動 く の がわか る 程度の地震

8. 0 ~ 25. 0 ga 1 ( 75 ~ 85 証3 )

N 中震 ( S t r ong )

家屋の震動が激 し く 、 すわ り の悪い花びんな どは倒れ 、 器内 の水は あふれ出 る 。 ま た 、 歩

い てい る 人に も 感 じ ら れ、 多 く の 人 々 は 戸外に飛び出す程度の地震

25 . 0 ~ 80. 0 孚 1 ( 85 ~ 95 (讃3 )

V 強震 ( Ve r y t r o ng )

壁 に割 目 がは い り 墓石、 石 ど う ろ が倒れた り 煙突 、 石垣な ど が破損す る程度の地震
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80. 0 ~ 250. 0 ga 1 ( 95 ~ 1 05 d B )

M 烈震 ( D i s a s t 工 o u s )

家屋の倒壊は30 %以下で山 く ずれが起 き地割れ を生 じ 、 多 く の人 々 はすわ っ て い る こ と が

で き な い程度の地震

250. 0 ~ 400. 0 ga1 ( 1 05 ~ 1 1 0 {u3 )

湘 激震 ( Ve r y d i s a s t r o u s )

家屋の倒壊が30%以上にお よ び 、 山 く ずれ、 地割れ 、 断層な ど を生ず る

400. 0 ga 1 ( 1 1 o dB ) 以上

(注) ga 1 と 犯; と の換算は周波数が 4 ~ 8 Hz と 仮定し 、 1 ga l = 1 (物/S 2 = 0. 0 1 m/S 2 の 関係

か ら振動 レベル を求めた 。 な お 、 本表の加速度値は ピー ク 値で あ る 。

2 各種振動測定調査結果

, (1) 道路交通振動調査
環境週間 ( 6 月 5 日 ~ 1 1 日 ) の行事の一つ と し て 、 鳥取市 6 地点 、 倉吉市 3 地点 、 米子市 6 地点 、

及び境港市 3 地点。十1 8地点にお いて道路交通振動測定を し 併せて 自動車台数 ( 原付 自動二輪車以上 )

を 調査 し た 。 ( 表 1 06 )

こ の 調査は振動規制法に基づ く 測定方法で行い 、 その80パ ー セ ン ト レ ン ジ の上端値の昼間の平均

値で見れば、 鳥取市 4 1 ~ 鮠 デ シベル ( 以下 ｢dB ｣ と 記す。 ) 、 倉 吉市 38 ~ 47 (田 、 米子市 43 ~ 49

dB 、 境港市 35 ~ 46 dB であ り 、 いずれの地点にお いて も振動規制法第16条に基づ く 指定地域内 に

お け る 道路交通振動の限度 と 比較すれば限度以下 であ る 。

(2) 環境振動実態調査

昭和6 1年度中に 、 振動規制法に基づ く 規制地域の指定を行 っ てい る 4 市 ( 1 6地点 ) で実施し た調

査結果は表 107 の と お り であ る 。

調査結果を みる と 、 いずれの地点において も 、 振動規制法第1 6条に規定す る 指定地域内にお け る

弟 道路交通振動の限度以下 であ る o
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表 106 環境週間行事にお け る 道路交通振動測定調査結果

は
　

測 定 地 点 所在地

道路が

有す る

車線数

道 路 交 通 振 動 総 車 両 通 過 台 数

振 動 レ ベ ノ

〔 8 0 % レ ン ジ

上端値 ( dB) 〕

道路交通振
動 の 限 度
〔80% レ ンジ
上端値(証劫

臣雰

最 高

( 大型車 )

( 台/1 0

分間 )

最 低

(大型車 )

( 台/10

分間 )

平 均

(大型車 )

( 台/10

分間 )
最高値 最低値 平均値 臣雰

鳥取市

鳥 取 駅 前
永 楽
温泉町

2 車 線
を こ え る

49 47 48 第 2 種 70 1 56 ( 17 ) 128 ( 8 ) 1 46 ( 1 2 )

日 交 旅 行
セ ン タ ー 前 壺泉崎

2 車 線
を こ え る

5 3 42 48 " " 263 ( 22 ) 1 56 ( 1 5 ) 1 96 ( 1 6 )

県 庁 前 東 町
2 車 線
を こ え る

51 44 47 " " 1 8 1 ( 30 ) 1 24 ( 1 2 ) 143 ( 1 5 )

大 村 薬 局 前 片 原 2 車 線 48 43 45 " " 149 ( 4 ) 9 1 ( 2 ) 1 30 ( 4 )

鳥取警察署附
近 (漁連会館 )

青葉町 2 車 線 43 39 4 1 " " 379 ( 26 ) 242 ( 1 8 ) 281 ( 2 0 )

面谷外科附近 吉方町
2 車 線
を こ え る

50 45 48 第 1 種 65 226 ( 1 7 ) 1 32 ( 9 ) 1 92 ( 1 2 )

米子市

米 子 駅 前 明治町
2 車 線
を こ え る

47 45 46 第 2 種 70 1 5 5 ( 24 ) 1 1 0 ( 1 5 ) 1 3 1 ( 2 1 )

中 国 電 力 前 加茂町
2 車 線
を こ え る

51 42 46 " " 264 ( 3 1 ) 2 1 1 ( 36 ) 228 ( 33 )

米子市公会堂 角盤町
2 車 線
を こ え る

49 41 46 " " 3 77 ( 3 9 ) 23 8 ( 30 ) 332 ( 34 )

消 防 署 附 近
( 理容セ ンス前 ) 費 祷

2 車 線
を こ え る

47 45 46 "

L

"

L

379 ( 23 ) 1 5 2 ( 1 5 ) 247 ( 24 )

鳥 取 銀 行
米 子 支 店 前

西福原
2 車 線
を こ え る

50 47 49 " " 383 ( 47 ) 287 ( 31 ) 35 1 (45 )

隠 樹 建 築
事 務 所 前

米 原
2 車 線
を こ え る

44 42 4 3 第 1 種 65 335 ( 56 ) 297 ( 49 ) 31 5 ( 49 )

倉吉市
旧 打 吹 駅 前 明治町 2 車 線 4 主 35 38 第 2 種 70 89 ( 5 ) 69 ( 8 ) 8 1 ( 7 )

倉吉駅前通 り 上 井
2 車 線
を こ え る

49 45 46 " " 230 ( 1 4 ) 1 46 ( 1 1 ) 1 69 ( 1 1 )

宮 川 町
ロ ー タ リ ー

宮川町
2 車 線
を こ え る

50 46 47 " " 252 ( 17 ) 1 78 ( 7 ) 1 98 ( 9 )

境港市
鳥 取 銀 行
境 港 支 店 前

上道町 2 車 線 49 45 46 第 1 種 65 1 28 ( 1 4 ) 8 9 ( 1 5 ) 1 08 ( 1 2 )

境 公 民 館 前 湊 町 2 車 線 47 39 43 " “ 1 08 ( 23 ) 8 1 ( 1 1 ) 97 ( 1 2 )

山陰合同銀行
境 西 支 店 前

外江町 2 車 線 38 3 3 35 " " 63 ( 8 ) 49 ( 3 ) 57 ( 6 )

(注) 測定値は午前 8 時か ら午後 4 時ま での 2 時間お き 5 回の測定

※印は 、 片側車線の車両台数
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昭 和 57 年 ~ 6 1 年 の 経 年 変 化 ( 平 均 値 )

道 路 交 通 振 動

〔 80 % レ ン ジの 上端値 (dB) 〕
総車両通過台数 ( 大型車 )

( 台/1 0分間 )

57年度 58年度 59年度 60年度 61 年度 57年度 58年度 59年度 60年度 61年度

46 48 50 45 48
※

7 1 ( 8 ) 1 40 ( 14 ) 13 3 ( 1 4 ) 1 70 ( 14 ) 146 ( 1 2 )

48 49 48 47 48
※

78 ( 5 ) 205 ( 1 3 ) 1 65 ( 1 2 ) 1 95 ( 1 7 ) 1 96 ( 1 6 )

47 44 48 47 47 1 45 ( 18 ) 1 52 ( 14 ) 1 43 ( 1 6 ) 1 1 3 ( 1 8 ) 1 43 ( 1 5 )

“ 47 45 44 45

※

61 ( 0 ) 1 38 ( 3 ) 1 3 2 ( 2 ) 1 30 ( 2 ) 1 30 ( 4 )

45 42 44 40 4 1 283 ( 29 ) 295 ( 18 ) 280 ( 20 ) 220 ( 1 7 ) 281 ( 20 )

48 46 46 41 48 1 83 ( 1 7 ) 1 89 ( 1 7 ) 1 85 ( 1 3 ) 1 36 ( 1 2 ) 1 92 ( 1 2 )

5 0 48 49 48 46 1 17 ( 4 ) 1 1 8 ( 6 ) 1 38 ( 5 ) 1 20 ( 1 9 ) 1 3 1 ( 2 1 )

5 1 49 5 1 4 9 46 256 ( 33 ) 246 ( 33 ) 234 ( 3 1 ) 240 ( 36 ) 228 ( 3 3 )

52 47 48 48 46 3 02 ( 3 1 ) 3 1 3 ( 3 5 ) 33 3 ( 33 ) 330 ( 35 ) 332 ( 34 )

45 47 48 47 46

※

1 27 ( 5 ) 247 ( 14 ) 25 5 ( 1 3 ) 255 ( 1 9 ) 247 ( 24 )

50 5 0 5 1 49 49
※

2 05 ( 12 ) 34 7 ( 27 ) 358 ( 2 8 ) 367 ( 3 0 ) 35 1 (45 )

45 47 45 44 43
※

1 75 ( 1 2 ) 3 66 ( 35 ) 3 1 4 ( 26 ) 343 ( 30 ) 3 1 5 ( 49 )

43 43 44 38 38 94 ( 7 ) 1 0 1 ( 6 ) 1 08 ( 6 ) 1 0 1 ( 8 ) 8 1 ( 7 )

49 55 52 51 46 258 ( 1 6 ) 23 8 ( 1 7 ) 208 ( 14 ) 200 ( 1 4 ) 1 69 ( 1 1 )

48 47 47 49 47 1 90 ( 7 ) 2 1 0 ( 6 ) 208 ( 6 ) 183 ( 1 0 ) 1 98 ( 9 )

49 47 47 47 46 1 1 6 ( 1 0 ) 1 1 1 ( 1 1 ) 1 1 1 ( 1 5 ) 1 1 8 ( 1 5 ) 1 08 ( 1 2 )

45 48 5 1 45 43 97 ( 9 ) 1 00 ( 1 1 ) 1 1 2 ( 1 3 ) 1 07 ( 12 ) 97 ( 1 2 )

37 40 36 35 35 52 ( 3 ) 64 ( 8 ) 6 2 ( 5 ) 67 ( 4 ) 57 ( 6 )
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表 107 昭和6 1年度 環境振動調査結果

地区測定月日 測 定 場 所 所在地 道 路 名 車線数
測定値
80% レ
ソ ジの

を瀞

交 通 量

( ) 大型

( 台/1 0分間 )

道路交通
振動の限
度80% レ
ソ ジの上

端値 ( dB)

昼間 夜間 昼間 夜間 区域区分
麗露

昼間 夜間

鳥取市10月24日
山 の 手 セ ン タ ー 別 吉方町 国 道 2 9 号 2 44 40 1 74 ( 1 0 ) 85 ( 6 ) 1‘■▲ 65 60

N 中 野 鳥 取 支 社 前 湯所町 国 道 2 9 号 2 44 36 209 ( 1 3 ) 67 ( 4 ) ｣1I- 65 60

鳥 取 市 文 化 ホ ー ル 前 壼泉奪 ←) 福 部 鳥 取 線 2 48 44 14 1 ( 1 3 ) 1 02 ( 5 ) 2 70 65

鳥 取 ス ト ア 前 天神町 国 道 5 3 号 4 5 1 42 248 ( 3 0 ) 98 ( 9 ) 2 70 65

倉吉市10月29日
市 立 倉 吉 西 中 学 校 裏 秋 喜 (主)倉吉赤碕中山線 2 40 3 1 66 ( 6 ) 44 ( 2 ) 轤4 65 60

ビ ゾ グ フ イ フ ト ー ホ ー横 米田町 国 道 1 7 9 号 4 36 26 83 ( 9 ) 34 ( 3 ) 1 65 60

小 林 薬 局 前 明治町 国 道 3 1 3 号 2 38 31 85 ( 9 ) 44 ( 2 ) 2 70 65

上 丼 ビ ル 前 山 根 国 道 1 7 9 号 4 44 33 203 ( 1 6 ) 90 ( 6 ) 2 70 65

米子市め月8･9日
後 藤 ヶ 丘 中 学 校 入 口 上後藤 市道外浜街 道 線 2 箏 38 1 02 ( 1 ) 56 ( 2 ) 1 65 60

戸 口 田 医 院 前 上福原 ←) 皆 生 西 原 線 4 42 34 187 ( 1 5 ) 1 04 ( 6 ) 1 65 60

高 野 産 業 第 二 倉 庫 前 祇園町 国 道 9 号 2 39 42 2 1 5 ( 1 6 ) 1 44 ( 1 8 ) 2 70 65

建 設 省 米 子 出 張 所 前 車 尾 国 道 9 号 4 50 46 25 5 ( 41 ) 1 32 ( 1 7 ) 2 70 65

境港市m月2･3日
境 公 民 館 湊 町 住) 米 子 境 港 線 2 44 34 93 ( 1 0 ) 27 ( 3 ) 1 65 60

山陰合同銀行境西支店前 外江町 住) 米 子 境 港 線 2 34 29 47 ( 4 ) 48 ( 2 ) 1 65 60

順天堂ハ ウ ジ ングフ ソ ド前 東本町 (一) 境 港 線 2 37 30 43 ( 2 ) 23 ( 1 ) 2 70 65

都 田 水 産 前 上道町 国 道 4 3 1 号 4 41 33 96 ( 7 ) 52 ( 4 ) 2 70 65

( i

(注) 1 . 時間区分 振動 昼間 午前 8 時~午後 7 時、 夜間 午後 7 時~翌 日 の午前 8 時

2. 測定時刻 午前 5 時、 7 時、 10時 、 午後 4 時、 7 時 、 1 0 時

3. 振動の昼間 ･ 夜間 測定値は各時間区分 の平均値であ る 。

4. 交通量は 、 自 動二輪車以上の道路に面す る 地点の通過車両台数であ る 。

5 . 道路名の ( 主 ) は主要地方道 ( 県道 ) ( 一 ) は一般県道 ( 県道 ) であ る 。
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第 2 節 振動 の防止対策

1 法による規制

の 振動規制法

振動規制法 ( 昭和5 1年 12 月 1 日 施行 ) では 、 都道府県知事が振動 を防止する こ と に よ り 住民の生

活環境を保全す る 必要があ る と 認め る 地域 を指定 し 、 こ の地域内 において 、 工場及び事業場にお け

る 事業活動並びに建設工事に伴 っ て発生す る 相当範囲に わた る 振動 ( 法第 2 条 ) に つい て必要な 規

制を行 う と と も に 、 道路交通振動に係る要請の措置を定め る こ と な ど に よ り 生活環境を保全 し 、

国民の健康の保護に資す る こ と と し て い る o

本県にお け る地域指定状況は次表の と お り であ る 。

表 108 地域指定状況

告 示 年 月 日 地 域 指 定 市 町 名

昭和 5 3 年 6 月 9 日
( 県告示第 531 号~第 533 号 )

鳥取市 、 米子市 、 倉吉市及び境港市の一部

昭和 5 9 年 4 月 2 7 日
( 県告示第 360 号~第 362 号 )

国府町の一部

表 109 振動規制の区域の区分 と 用途地域の 関係

特定工場等にお いて発生す る振動について規制す る
区域並びに道路交通振動の限度に係 る 区域

都市計画法 に基づ く
用途地域の 区分

特定建設作業に伴 っ て
発生す る 振動に ついて
規制す る 区域

第 1 種区域
良好な 住居の環境を保全する た め 、 特に静穏の

保持を必要 と する 区域及び住居の用に供さ れてい
る た め 、 静穏の保持を必要 と す る 区域

第 1 種住居専用地域

第 1 号区域

( 工業地域の う ち 、 学

校、 保育所 、 病院 、

診療所、 図書館及び

特別養護老人ホ ー ム
の敷地の 周囲約80m

以内 の区域 を含む )

第 2 種住居専用地域

住 居 地 域

第 2 種区域
住居の用 に併せて商業 、 工業等の用 に供 さ れて

い る 区域であ っ て 、 その 区域内の 住民の生活環境
を保全す る た め 、 振動の 発生 を防止す る 必要があ
る 区域及び主 と し て工業等の用 に供 さ れてい る 区
域であ っ て 、 そ の 区域内の住民の生活環境を悪化
さ せな いた め 、 著 し い振動の発生を 防止す る 必要
があ る 区域

近 隣 商 業 地 域

商 業 地 域

準 工 業 地 域

工 業 地 域 第 2 号区域

指 定 地 域 か ら 除 外 工 業 専 用 地 域 指定地域か ら除外

(注 ) 規制の 区域を示す図面は 、 県庁環境保全課 、 関係市役所及び町役場公害担当課に備 え置 き 、

一般の縦覧に供し て い る 。
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ア 工場 、 事業場振動

工場、 事業場振動につい て規制の対象 と な る の は 、 指定地域内 に あ っ て 、 特定施設 ( 政令第 1

条 ) を 設置 し てい る 工場及び事業場 ( 特定工場等 と い う 。 ) であ る 。

特定工場等には 、 規制基準の遵守義務が課せ ら れてお り 、 知事 ( 指定地域市町村長 に事務委任。

以下同 じ 。 ) は規制基準に適合し な い振動を発生す る こ と に よ り 周辺の生活環境が損な われ る と

認め る と き は 、 振動の 防止の方法等に 関し 、 改善等の勧告及び改善命令を行 う こ と がで き る 。

表 1 10 特定工場等におい て発生す る振動に つい て の規制基準

区域の区、分＼時間の区分
昼 間

( 午前 8 時か ら午後 7 時ま で )
夜 間

( 午後 7 時か ら翌 日 の午前 8 時ま で )

第 1 種 区 域 6 0 デ シベル 5 5 デ シベ ル

第 2 種 区 域 6 5 ブ シベル 6 0 デ シベル

- - / )
〔 基準値は特定工場 ( 振動規制法施行令別表第 =こ定め る 施設を 設置す る工場 事業場 Mこ おい て

発生す る振動の特定工場等の敷地の境界線上におけ る 大き さ 。 〕

イ 建設作業振動

建設作業振動に つい て規制の対象 と な る の は 、 指定地域内におい て 、 建設工事を 施行する 場合

に 、 特定建設作業 ( 政令第 2 条 ) を伴 う 作業であ る 。

特定建設作業に は 、 届 出義務が課せ られて い る 。 ま た 、 市町村長は 、 特定建設作業に伴い発生

す る振動が一定の基準に適合し な い こ と に よ り 、 周辺 の生活環境が著 し く 損なわれる と 認め る と

き は 、 振動の防止の方法等に関し 、 改善勧告及び改善命令を行 う こ と がで き る 。
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表 1 1 1 特定建設作業に伴 っ て発生する 振動に ついての規制基準

＼
■ゞ

薙

N
目

① く い打機( も
ん け ん及び圧

入式 〈 い打機
を除 く 。 ) 、 く
い抜機 ( 油圧
式 〈 い抜機を
除 く 。 ) 叉は く
い打 く い抜機
( 圧入式 〈 い
打 く い抜機を
除 く 。 ) を 使用
する 作業

②鋼球を 使用
し て建築物そ
の他の工作物
を破壊す る 作
業

③舗装版破壊
機を使用す る
作業 ( 作業地
点が連続的に
移動す る 作業
に あ っ ては 、

1 日 に お け る

当該作業に係
る 2 地点間の
最大距離が50
メ ー ト ル を超
え な い作業に
限 る 。 )

④ブ レー カ ー ( 手
持式の も の を除
く 。 ) を 使用す る
作業 ( 作業地点
が連続的に移動
す る 作業に あ っ
て は 、 1 日 に お

け る 当該作業に
係 る 2 地点間の
最大距離が50 メ
一 ト ル を超 え な
い作業に限る 。 )

適 用 除 外

作業場所の敷
地境界線振動

75 プ シベル を

越 え な い こ と

75 テ シベ ル を

越 え な い こ と
75ブ シ ベル を

越 え な い こ と

75デ シベル を

越 え な い こ と

作業禁止

の時間帯

錫
午後 7 時~

午前 7 時
午後 7 時~

午前 7 時
午後 7 時~

午前 7 時
午後 7 時~

午前 7 時

災害 、 非常の事態鼻
人 の生命、 危険防
止 、 鉄軌道の正常
連行 、 道路法及び
道交法の 占用及び
許可の夜間指定錫

午後10時~
午前 6 時

午後10時~
午前 6 時

午後10時~
午前 6 時

午後10時~
午前 6 時

作業時間
の 長 さ の
制 限

蟻 1 日 10 時間 1 日 10 時間 1 日 1 0 時間 1 日 1 0 時間 災害、 非常の事態、
人 の生命、 危険防
止蟻 1 日 1 4 時間 1 日 14 時間 1 日 1 4 時間 1 日 14 時間

連続 し て
作業す る
こ と の で

き る 日数 愕職務戦 6 日 間 以 内 6 日 間 以 内 6 日 間 以 内 6 日 間 以 内
災害、 非常の事態 、
人の生命、 危険防
止

作 業 を 禁 止

す る 日

日 曜 日 、

そ の他の休 日

日 曜 日 、

そ の他の休 日

日 曜 日 、

そ の他の休 日

日 曜 日 、

そ の 他の休 日

災害、 非常の事態、
人の生命 、 危険防
止、 鉄軌道の正常
運行、 電業法の必
要作業、 道路法及
び道交法の 占用及
び許可の時、 そ の
他の休 日 指定

ウ 道路交通振動

振動規制法では、 指定地域内 において、 市町村長が道路交通振動につい てそ の測定 レベルが一定

の限度 を超 え 、 道路周辺の生活環境が著 し く 損 な われ る と 認め る と き は 、 道路管理者に対 し道路

交通振動の防止の た め の舗装 、 維持叉は修繕の措置を要請し 、 叉は都道府県公安委員会に対 し道

路交通法の規定に よ る 措置を執る べ き こ と を要請する こ と がで き る 。

表 1 1 2 振動規制法第 16 条第 1 項の規定に基づ く 指定地域内 に お け る道路交通振動の限度

区域の区＼分＼＼時翅の区分
昼 間

( 午前 8 時か ら午後 7 時 ま で )
夜 間

( 午後 7 時か ら翌 日 の午前 8 時ま で )

第 1 種 区 域 6 5 プ シベル 6 0 デ シ ベル

第 2 種 区 域 7 0 ブ シ ベル 6 5 デ シベ ル

1 1 1 -



2 特定施設等の届出状況

の 振動規制法に よ る 特定施設の届出数

表 1 13 特定施設の種類別届 出数 ( 昭和 62 年 3 月 3 1 日 現在 )

施設の種類＼＼~＼、 市 町 名 鳥取市 米子市 倉吉市 境港市 国府町 。十

1 . 金属加工機械

イ 、 液 圧 プ レ ス 23 13 26 4 6 6

ロ 、 機 械 プ レ ス 1 64 7 82 7 26 0

ハ 、 せ ん 断 機 1 4 1 5 28 1 5 72

ー 、 鍛 造 機 3 1 6 6 25

ホ 、 ワイ ヤーフ ォ ー ミ ン グマ シ ン

小 計 204 5 1 142 2 6 423

2. 圧 縮 機 49 10 1 68 4 222

3 . 破 砕 機 等

破 砕 機

摩 砕 機 1 3 1 3

ふ る い 11一 1▲

分 級 機

小 計 13 1

-

14

4 . 織 機

5 ‐ 言珍 鳥減奪

コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク マ シ ン 2 3 5

コ ン ク リ ー ト 管製造機械及び
コ ン ク リ ー ト 柱 製 造 機 械

小 計 2 3 5

6 . 木材加工機械

イ 、 ド フ ム バ ー カ ー 3 1 4

口 、 チ ノミツ ー 2 6 3 2 13

小 。十 2 9 4 2 1 7

7 . 印 刷 機 械 48 16 9 5 78

8. ゴム線用叉は合成樹脂練用 ロ ー ル機

9. 合成樹脂用射出成形機 1 1 1 2 23

1 0 . 鋳 型 造 型 機 9 9

計 329 1 90 235 3 7 0 791

届 出 工 場 ･ 事 業 場 45 50 23 2 1 0 1 39

〆
‘
＼

(2) 振動規制法 に よ る 特定建設作業届出数

表 1 14 特定建設作業の種類別届出数 ( 昭和 61 年度中 )

種 類 ＼＼＼＼ 市 町 名 鳥取市 米子市 倉吉市 境港市 国府町 計

1 く い 打 機 等 を 使 用 す る 作 業 9 80 1 0 2 1 0 1

2 錮 球 を 使 用 し て 破 壊 す る 作 業

3 舗 装 版 破 砕 機 を 使 用 す る 作 業

4 ブ レ ー カ ー を 使 用 す る 作 業 5 10 1 16

。十 1 4 90 1 0 3 0 1 1 7

1 1 2 -
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